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μμ--EExxcceell  誘誘導導加加熱熱版版 
誘導加熱・焼入れコイルの温度解析と回路設計に！ 
 

 
 

 ● 加熱コイルによる高周波渦電流解析、引き続き非定常温度解析 

 ● 伝達境界、輻射境界、材料温度依存性、磁性体非線性、飽和を考慮 

 ● 加熱コイルの周波数を複数設定可能 

 ● 加熱コイルの ON/OFF を任意に設定した非定常温度解析 

 ● 温度、発熱、磁場分布、磁力線の出力 

 ● インピーダンス算出、共振回路設計指針へ 

 

 

 

■ モデル作成 

 ポイント、ライン、サーフェースにより形状定義 

 ＤＸＦファイルをインポートしライン情報を作成 

 ラインで閉じた領域を探し、自動的にサーフェースを作成する機能も有ります 

 

                                                                                                   モデラ画面 

■ メッシュ作成 

 ３角形自動メッシュ機能 

 節点数上限２００００ 

 メッシュの粗密設定 

 

                                         1000 節点           20000 節点 

■ 解析条件 

 ２次元・軸対称３次元の選択 

 サーフェース毎に材料種類（非磁性体／強磁性体／コイル）を選択                                  条件シート 

 材料データベースから材料を選択 

 コイル励磁電流（電流密度）、周波数を設定 

 非定常温度解析の時間刻み、ステップ指定 

 加熱コイルの ON/OFF も指定 

 熱伝達、輻射率、初期・雰囲気温度の指定 

 インピーダンス算出スイッチ 

 

 

 

 

 

 

 

   

 材料ＤＢ 

機能 

特徴 加熱コイル 

発熱体 
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■ 計算実行 

 有限要素法（ＩＣＣＧ法） 

                        計算実行ボタン 

■ 結果表示 

 磁場、発熱分布表示、各時刻の温度分布表示 

 

 

 

 

 

      

            

結果表示選択画面         磁力線図        磁束密度コンター図        発熱密度図          温度分布図    

■ 評価 

 任意座標値での下記結果 

磁束密度（Bx,By,B 絶対値）、発熱密度、                                                

各時刻ステップでの温度 

 インピーダンス（L,R,ωL）、総発熱量 

 Excel によるグラフ作成   

 

                                                                        

                                                                        結果出力シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 軸対称：上部・下部コイルを別周波数で坩堝を誘導加熱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    磁力線図             発熱密度コンター図      ある時刻の温度分布図        ある点の温度履歴   

 

 

  

計算例 
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■ 共振回路シート 

 得られたインピーダンスを入力して、下記直列列共振回路のＱ値、出力電力等を求めます  


